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月形町トマト研究会反省会 月形町トマト研究会反省会 月形町トマト研究会反省会 月形町トマト研究会反省会 



「食と農から広げよういのちの政！ 
　　　　　　　農と日本の再生計画」 
「食と農から広げよういのちの政！ 
　　　　　　　農と日本の再生計画」 
「食と農から広げよういのちの政！ 
　　　　　　　農と日本の再生計画」 
「食と農から広げよういのちの政！ 
　　　　　　　農と日本の再生計画」 
農と食の納得できるビジョンと
　　　　壮大なロマンが間違いなくここにある！
〈目次〉第１章　「いのち」を育む「食」を届ける「農」は日本の礎 
　　　　第２章　国際化の荒波の中での日本の「農」を守る 
　　　　第３章　将来の「食」と「農」の担い手を育てるために 
　　　　第４章　地域とJAと「共に生きる」 

（著者）山田　としお 
１９４６年生まれ 

１９６９年早稲田大学政経学部卒業後、全国 

農業協同組合中央会入会、農畜産部米穀課長 

・組織部組織課長・組織経営対策部長・農業 

対策部長を経て１９９６年全中常務理事に就 

任、１９９９年より２００６年まで専務理事 

を務める。 

山田　としお5つの主張 
・ 生命をはぐくむ安全で安心な「食」をとどけます！ 

・ 「食」と「農」と「いのち」を担う女性の参画をすすめます！ 

・ 国際化の荒波のなかでも日本の「食」と「農」と「緑」を守り 

　ます！ 

・ 誰もが安心して暮らせる緑豊かで美しい「農山」村をつく 

　ります 

・ 将来の「食」と「農」と「緑」を担う生産者を育成します。 

　１１月２１日、札幌市において第２５回ＪＡ北海道大会が開催され、大会決議、特別決議を行

い組合員とともに新たな時代に積極果敢に挑戦する道農業とＪＡを創っていくことを決めました。

 
◎「大会宣言」 
　本日、全道各地からＪＡグループ北海道の代表者が結集のうえ第２５回ＪＡ北海道大会を開催

し、北海道農業の振興とＪＡグループ北海道の組織・事業機能強化に向けたグループ戦略を決定

した。 

　農政の大転換期を迎える中、ＪＡ運動の主人公である組合員の営農と生活の維持向上と消費者

の支持と信頼の獲得に向けて、北海道農業のステップアップと活力あるＪＡづくりを強力に推進

することが求められている。われわれはＪＡグループ北海道の総意に基づき、本日、決議した「「

新たな時代に向けた北海道農業のステップアップ」に関する決議」、並びに「「変革の波を乗り越え

る活力あるＪＡづくり」に関する決議」、さらに「ＪＡグループ北海道への結集に関する特別決議

」「農政意思結集に関する特別決議」の着実な実践に向けて、組合員並びにＪＡグループ北海道の

役職員の英知を結集し邁進することとする。 

　今回の大会も前回に引き続き「実践の大会」と位置付けし、決議事項についてはＪＡ・中央会・

各連合会がそれぞれの立場に応じて達成目標を設定し実践に取り組むこととする。 

※四六判・上製・２０８貢　定価１，７８５円（税込）　家の光協会刊� 好評発売
中$

お　知　ら　せ 

第25回ＪＡ北海道大会開催  ～共に創る「北海道農業とＪＡの新時代」～ 



第36回 WTO・EPA情報の早わかり解説 

つぼの壺 つぼの壺 つぼの壺 つぼの壺 
● アジアの国々の農業者とともに～農協間協力の取り組み～ ● 

※全中ホームページ「WTO･EPA関係」内でもご覧になれます。アドレスはhttp://www.zenchu-ja.or.jp

　ＪＡグループでは、現在進められている東アジア諸国とのＥＰＡ（経済連携協定）交渉に際して、協定 
がお互いの国の農業者にとって等しく有益なものとなるよう、自由化と協力のバランスの確保を訴え 
てきました。今回はこの協力の一環として実現した農協間協力の取り組みについてご紹介いたします。

　JAグループは、現在進められえいるEPA（経済連携協定）交渉において、単なる関税撤廃のみを目指すので
は、お互いの国の農業者が十分に裨益しないとの観点から、一貫して「自由化と協力のバランスの確保」を求
めてきました。特に東アジア諸国とのEPA交渉に際しては「アジアとの共生」の観点からも、「アジアとの共
生募金」への取り組みや研修の実施など、様々な農協間協力を検討・実施してきました。こうした農協間協力
の一環として、本年10月22日に、JAグループと※アセアン各国の農業者団体との協力により、東京国際フ
ォーラム内に「ASEAN農村ふれあいプラザ」が開設されました。このプラザは、アセアン各国の農業者が生
産する特産品の展示や農村情報等の紹介をしています。また同時に、日本・アセアン各国の農業情報や特産
品情報などが手軽に検索できるホームページ「日本アセアン農業情報センター」（http://www.asean-
japan-farmersinfo.org）も開設し、世界に対する幅広い情報発信・交換の強化を目指しています。 
※アセアン（東南アジア諸国連合）：ブルネイ、カンボジア、インドネシア、ラオス、マレーシア、ミャンマー、フィリピン、シンガポール、
　タイ、ベトナムの10ヶ国 

「ASEAN農村ふれあいプラザ」が東京にオープン 

（左上） 
10月22日にオープンした「ASEAN農村ふ 
れあいプラザ」のテープカット 

（右上） 
「ASEAN農村ふれあいプラザ」の中の風景 

（左下） 
「ASEAN農村ふれあいプラザ」と同時オー 
プンした「日本アセアン農業情報センター」 

（http://www.asean-japan-farmersinfo.org） 
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－1.4本　㎡穂数 

＋2.2粒　－穂籾数 

＋1,338粒　㎡総籾数 

稔実歩合 

登熟歩合 

＋4.2ポイントポイント 

＋4.1ポイントポイント 

＋2.1ポイント 

＋2.2粒　－穂籾数 

＋1,338粒　㎡総籾数 

稔実歩合 

登熟歩合 

＋0.5g　千粒重 

±0ポイント 

＋4.2ポイント 

＋4.1ポイント 

－0.8ポイント 

－1.8ポイント 

＋2.1ポイント 

図1．収量構成要素の平年比増 

（空知農業改良普及センター作況ほ） 

表1．全層施肥及び全層＋側条施肥例 

岩見沢市 

三 笠 市  

月 形 町 

適応地帯 

褐色低地土 

グ ラ イ 土 

泥　炭　土 

台　地　土 

褐色低地土 

グ ラ イ 土 

泥　炭　土 

台　地　土 

8.0 

7.5 

6.0 

7.0 

8.5 

8.0 

6.5 

7.5

総量 

7.5 

7.0 

5.5 

6.5 

8.0 

7.5 

6.0 

7.0

全層 

3.5 

3.0 

1.5 

2.5 

4.5 

4.0 

2.5 

4.0

全層・側条割合 

側条 

4.0 

4.0 

4.0 

4.0 

3.5 

3.5 

3.5 

3.0

（㎏/10a）

美 唄 市 

主な土壌 
目標 
収量 

510 

510 

510 

480 

540 

540 

540 

510

目標 
収量 

注1）各土壌　リン酸、加里施肥量：8～9㎏/10a　 
注2）北海道施肥ガイドより加筆 



は種始 
は種期 
は種終 
出芽期 
期生期 
幼形期 
止葉期 
出穂期 
乳熟期 
成熟期 
収穫始 
収穫期 
収穫終 

９月16日 
９月26日 
10月６日 
10月３日 
４月18日 
５月14日 
６月３日 
６月13日 
７月７日 
７月25日 
７月28日 
８月２日 
８月７日 

９月９日 
９月19日 
９月２日 
９月26日 
４月11日 
５月３日 
５月26日 
６月５日 
６月28日 
７月16日 
７月20日 
７月23日 
７月26日 

－７ 
－７ 
－９ 
－７ 
－７ 
－11 
－８ 
－８ 
－９ 
－９ 
－７ 
－７ 
－９ 

本　　年 平　　年 遅速 
表１．秋まき小麦作業期と生育期節 

は種始 
は種期 
は種終 
出芽期 
幼形期 
止葉期 
出穂期 
乳熟期 
成熟期 
収穫始 
収穫期 
収穫終 

４月18日 
４月28日 
５月３日 
５月９日 
６月２日 
６月15日 
６月25日 
７月14日 
８月５日 
８月９日 
８月12日 
８月15日 

４月19日 
４月24日 
４月29日 
５月５日 
５月30日 
６月11日 
６月21日 
７月９日 
７月31日 
８月４日 
８月７日 
８月10日 

＋１ 
－４ 
－４ 
－４ 
－３ 
－４ 
－４ 
－５ 
－５ 
－５ 
－５ 
－５ 

本　　年 平　　年 遅速 
表２．春まき小麦作業期と生育期節 

は種始 
は種期 
は種終 
出芽期 
開花始 
開花期 
成熟期 
収穫始 
収穫期 
収穫終 

５月９日 
５月17日 
５月26日 
５月27日 
７月18日 
７月21日 
９月26日 
10月６日 
10月15日 
10月25日 

５月９日 
５月15日 
５月23日 
５月27日 
７月15日 
７月18日 
９月24日 
10月６日 
10月13日 
10月19日 

±０ 
－２ 
－３ 
±０ 
－３ 
－３ 
－２ 
±０ 
－２ 
－６ 

本　　年 平　　年 遅速 
表３．大豆作業期と生育節（ツルムスメ） 

は種始 
は種期 
は種終 
出芽期 
開花始 
開花期 
成熟期 
収穫始 
収穫期 
収穫終 

５月27日 
６月５日 
６月８日 
６月16日 
７月26日 
７月29日 
９月11日 
９月17日 
10月２日 
10月６日 

５月24日 
５月29日 
６月３日 
６月11日 
７月23日 
７月26日 
９月７日 
９月８日 
９月16日 
９月21日 

－３ 
－７ 
－５ 
－５ 
－３ 
－３ 
－４ 
－９ 
－16 
－15

本　　年 平　　年 遅速 
表４．小豆作業期と生育期節 
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ハ イ オハ イ オ ク 

レギュラー 

軽　　　油 

灯　　　油 

（税込み） 

（税込み） 

（税込み） 

（税込み） 

（12月20日現在） （12月20日現在） 

♪スタンド情報♪ ♪スタンド情報♪ 

145円/®

135円/®

115円/®

75円/®

145円/®

135円/®

115円/®

75円/®

ハ イ オ ク 

レギュラー 

軽　　　油 

灯　　　油 

（税込み） 

（税込み） 

（税込み） 

（税込み） 
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年
末
・
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平
成
十
八
年
度（
年
末
） 

平
成
十
九
年
度（
年
始
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１月９日（火）以降全業務平常営業 

月　　　日 業　　　　務　　　　内　　　　容 

12月29日（金） 

12月30日（土） 

12月31日（日） 

１月１日（月）　 
　　～５日（金） 

１月４日（木）　 
　　～５日（金） 

１月７日（日）　 
　　～８日（祝） 

１月４日（木） 
１月５日（金） 

１月６日（土） 

一　般　業　務　　業務納め　　午前８時30分～午後５時15分 

　　　　　　　　　　　　　　窓口  午前９時00分～午後４時00分 
貯　金　店　舗　　業務納め 
　　　　　　　　　　　　　　ATM  午前９時00分～午後６時00分 

ホクレン給油所　　平常業務　　午前８時00分～午後６時00分 

一般業務・貯金店舗　　休　　業 

ホクレン給油所　　業務納め　　午前８時００分～午後６時00分 

一般業務・貯金店舗　　休　　業 

ホクレン給油所　　　　休　　業 

一　般　業　務　　休　　業 

（貯金店舗、ホクレン給油所は４日より変動時間により営業） 

　　　　　　　　　営　　業　　午前８時30分～午後５時00分 
ホクレン給油所 
　　　　　　　　　休　　業 

　　　　　　　　　　　　　　窓口  午前９時00分～午後３時00分 
貯　金　店　舗　　営　　業 
　　　　　　　　　　　　　　ATM  午前９時00分～午後５時00分 
 
一　般　業　務　　　業務始め　　午前８時30分～午前11時00分 

貯　金　店　舗　　　休　　業 

ホクレン給油所　　　営　　業　　午前８時00分～午前11時00分 

エーコープつきがた エーコープつきがた エーコープつきがた エーコープつきがた 

午前10時～ 
　　午後5時 

豊　穣　祈　願　式　　午前11時00分 

役職員合同新年交礼会　　正　午 

一般業務・貯金店舗　　休　　業 

ホクレン給油所　　営　　業　　午前８時００分～午後５時30分 

エーコープ営業時間 
平成18年12月 

31日（日）業務納め 
　　午前9時～午後5時 

平成19年1月 

1日（日）休業 

2日（火）業務初め 
　 午前10時～午後5時 

5日（金）平常業務 
  午前9時～午後6時30分 

3日（水）～4日（木）休業 


